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参加者の方々よりいただいたアンケートの中から感想を一部ご紹介いたします。 

○愛着障害、発達障害にあてはまるかなという子はクラスにもいて、今後の関わり方の参考にさせていただきたいと

思いました。子供の行動の奥の原因、トラウマの捉え方、褒め方の技術など、明日からの実践に生かせそうです。

（保育所） 

○発達障害の子供が私たちと視点が違うということに新たな発見がありました。私たちの常識や通常持ち合わせてい

るだろうという観念を持ち合わせていないこと、ズレや違和感を感じて苦しんでいるかもしれない、という思いを

持って関わっていかなければならないと思いました。（小学校） 

○今関わっている生徒と重なる部分がありとても理解が深まりました。お話もとても聞き取りやすくあっという間で

した。次回、本校でも研修会に来ていただき、他の先生方にも是非聞いてほしいと思いました。（中学校） 

○本校の生徒で困り感のある生徒に思い当たることが多く発達障害ゆえのことであるかと思っています。支援のコツ

をいくつか紹介していただき、まだまだできることがたくさんあると感じました。今日の講演を参考に、支援を続

けていこうと思います。ありがとうございました。（高等学校） 

○発達障害児の思春期、青年期について、エピソードを交えながら、わかりやすく教えていただきありがとうござい

ました。保護者の方と話していく中で、中学生の時期を乗り越えることの難しさを感じていました。今日学ばせてい

ただいたことを活かして、相談活動につなげていこうと思います。（行政） 

 

 

 

 

 

２月７日（金）令和元年度 冬のセミナー 

｢ 思春期の二次障害 ～愛着障害や虐待等の背景と、本人支援・保護者支援～ ｣ 

今年度の冬のセミナーは、「思春期の二次障害」をテーマに「成長にともない、様々な変容を見せる子ども達をど

のように理解し、どのように関わればよいのか」について非行・司法臨床、犯罪心理学、虐待臨床、発達障害支援の

専門的視点から花園大学の橋本和明先生にお話しいただきました。多数の方からのお申し込みがあり、締め切り前に

参加申し込みを終了させていただきました。当初予定していた定員を大幅に超え、たくさんの方にご参加いただきま

した。会場の収容人数の関係もあり、お断りさせていただいた方には大変申し訳ございませんでした。 

アンケートの中から「もっと深く学びたい。」「続きをもう一度聞きたい。」とのリクエストも多く、第二弾とし

て、来年度も橋本先生を講師にお招きし冬のセミナーを開催させていただく予定となっております。是非ご参加くだ

さい。 
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※夏のセミナーについては、今年度約 200名の方にご参加いただきました。来年度も同様に、多数の方に参加

していただければと考えています。夏休み期間中の時期の校内研修としても、是非夏のセミナーで一緒に学ん

でいければと思います。つきましては、一次案内を近日中に本校ホームページに掲載いたします。 

※各研修会、セミナーの案内については、時期が近づきましたら、ご案内を送付させていただく 

とともに、本校ホームページでもお知らせさせていただきます。みなさまのご参加お待ちしています。                          

令和２年度 研修会・セミナー（予定）   

 
  乙訓特別支援教育研修会 

夏のセミナー 

日時：８月１８日（火） 

場所：長岡京市市民ホール 

講師：庭山 和貴 氏 

（大阪教育大学特任准教授） 

乙訓特別支援教育研修会 

冬のセミナー 

日時：２月３日（水） 

場所：調整中 

講師：橋本 和明 氏 

（花園大学 教授） 

 

 

  乙訓特別支援教育研修会 

ＷＩＳＣ－Ⅳ研修会 

日時：７月２３日（木・祝） 

場所：佛教大学二条キャンパス 

講師：大六 一志 氏 

（臨床発達心理士） 

～今年度を振り返って～ 

向日が丘相談・支援センター長  飯田 英美子 

新型コロナウィルス感染拡大による急な休校措置により、誰もが初めて経験する年度末になりました。

そのため巡回教育相談等の「その後（アフター）」については十分お伺いできず、残念に思っておりま

す。今年度、巡回教育相談は 154件、研修支援は 10件でした。WISC研修会、夏のセミナー、冬の

セミナーではのべ 310名の方に御参加いただくことができました。皆様のお役に立てる相談・支援セン

ターだったでしょうか。                         

先日の「バリバラ」（NHK Eテレ木曜 20時）では、若者の進路の悩みにバリバラ相談員が知恵を

出し合い一緒に考えるという「進路相談室」が放送されました。「声優の養成所に入りたいが車いすだ

と無理と言われた」「常に体が痛く、起き上がることができない日もある病気だけど、看護師になる夢

をあきらめたくない」。環境が変わって支援があれば実現する夢もあれば、まだ自分では気付いてい

ない良さを生かして別の進路を歩む方法もある、等のアドバイスがある温かい「進路相談室」でした。                                          

私達も、保護者の皆様や先生方と一緒に歩み、子ども達の可能性の芽を摘まない相談支援センターで

ありたいと思います。１ 年間ありがとうございました。 


